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1. はじめに  
人は，さまざまな場所に集まってコミュニケー

ションを行う．このようなコミュニケーションを

支援するために，本研究では，場所に関わる情報

を共有することによってコミュニケーションを促

進するシステムを提案する．具体的には，緯度･

経度を基にランドマークをユーザが作成し共有す

ることで，人が特定の場所に集まり，そこでコミ

ュニケーションを行う．また，その逆に，人が集

まりやすくコミュニケーションを行う場所は，ラ

ンドマークとなっていく． 
 
2. ランドマーク 

図１にランドマークの概念図を示す． 

 
図 1: ランドマーク概念図 

人は元来，コミュニケーションをとるためにあ

る場所に集まり，また，ある場所に集まると，コ

ミュニケーションをとる．図のように，都市や町

の中には，人が自然と集まる場所が存在する．そ

して，人々は，そのような特定の場所に集まって

コミュニケーションをとり．このように自然と人

が集まる場所はランドマークとなっていく．また，

その逆にランドマークとなっている場所に，自然

と人が集まってコミュニケーションをとる．本研

究では，図１のように人が多く集まる場所をラン

ドマークと定義し，そのような場所におけるコミ

ュニケーションを支援することを目的とする． 
本研究で作成されたシステムでは，ユーザは自

身の位置を通知して登録する際に，ランドマーク

を設定することが可能である．ランドマークは，

ユーザが自由に設定することができ，全体に公開

されるため，他のユーザがそのランドマークを共

有することも可能である．多く共有されているラ

ンドマークは，より社会的に一般的であるという

ことであり，ユーザがランドマークを共有し合う

ことにより，ユーザ間でのコミュニケーションが

生まれ，さらに，一般的なランドマークと，ユー

ザが個々に定めたランドマークとの共通化が行わ

れる． 
また，ユーザ間の友達関係を記述することによ

り，ユーザ自身とその友達との距離を表示するこ

とが可能になり，相手の現在地を確認した上で連

絡をとるといったことが可能になる． 
また，ランドマークごとに掲示板を設置する渡

邊ら[1]による先行研究が存在するが，本システム

では携帯端末から位置を通知することにより，実

際に居る場合でしか参加できないコミュニティを

生成することも可能である．これは，現在の Web
上でのコミュニケーションの形式とは違うもので

あり，位置情報という偽造が難しいデータをキー

に用いるため，これまでのオンラインコミュニテ

ィとの違いが生まれると考えられる．  
 
3. システム構成 

本システムでは，クライアントとして GPS 機

能の付加された携帯電話端末を用いる．また，サ

ーバ側には位置情報を取得するための CGI と，取

得した情報を保存するデータベースからなる．ま

た，サーバは，ユーザから受け取った位置情報を

緯度と経度から住所に変換し，アクセスされた時

間とともにデータベースに登録する．緯度と経度

の住所への変換には，Web ベースの GIS サービ
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スを利用する．緯度・経度をキーにしてアクセス

することにより住所を取得し，得られた住所を行

政区ごとに区切ってデータベースに保存する． 
図２にユーザがシステムにアクセスした際の

画面イメージを示す． 

 
図 2: 画面イメージ 

本システムでは，ユーザが自身の取得した位置

に対して名前をつけることにより，簡易的にラン

ドマークを登録することが可能である．本システ

ムでは，ユーザが登録した名称を利用して，位置

情報とランドマークの関連付けを行う．ユーザが

携帯端末でアクセスし，位置情報を通知すると，

図 2 の A のように，ユーザが通知した位置情報周

辺に登録されたランドマークが表示される．適し

たランドマークが表示されなければ，ユーザは新

たなランドマークを登録することが可能である．

登録画面は図 2 の B のようになっており，名称と

簡単な説明を書くことが可能である．登録された

ランドマークは，他のユーザが位置を取得した際

にも表示され，共有することが可能である． 

 
図 3: ランドマーク範囲の抽出 

図 3 はランドマーク領域の抽出のイメージ図で

ある．あるユーザが設定したランドマークを，他

のユーザが利用した場合を記録して各点に重み付

けを行い，最小自乗法を用いて共通範囲を計算す

る．これにより，ユーザの手による共通ランドマ

ークを実際に地図上にマッピングすることが可能

になり，地図情報なしで，都市の景観を表現する

ことが可能になっていく． 
4. アプリケーション 
 本システムを利用することで，さまざまなアプ

リケーションを開発することが可能である．以下

にその利用例を示す． 
4.1. GPS Search 
 ユーザは携帯電話端末から Web ページにアク

セスし，自身の位置を通知すると，システム側で

緯度と経度から住所に変換される．変換された住

所を基に，都道府県や市区町村などの街区レベル

で周辺情報の検索を行うことが可能である． 
 検索対象となるデータには，多くの Weblog サ

イトから情報を収集している Bulkfeeds[1]や，位

置情報つきのエントリを収集している場 log を利

用する． 
4.2. 場 log＋ 
 上松ら[2]が実装した場 log システムのデータベ

ースには緯度・経度の形式で位置情報が登録され

ている．本システムと連携することにより，住所

やランドマーク情報を登録することが可能になる．

これにより，緯度･経度を用いての検索のみでなく，

ユーザから入力された任意のキーワードを用いて

検索することも可能になる．また，GPS Search
と連携して，ユーザの携帯端末に場 log 内のデー

タを表示することも可能である． 
 
5. まとめ 
 本研究では，人が集まってコミュニケーション

を行う場所，ランドマークという概念を利用して，

人が集まる場所に関わる情報を共有することによ

って，コミュニケーションを促進させるシステム

の開発を行った． 
 今後，本システムを利用してランドマークので

きる過程の研究を行っていく予定である． 
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